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(57)【要約】
【課題】検査画像を高画質のまま記録媒体に記録すると
共に、記録媒体に記録された画像に基づいて計測や検索
を効率的に行うことのできる超音波診断装置を提供する
。
【解決手段】超音波診断装置１は、被検体の検査画像を
取得して画像表示部１７に表示する。ＤＶＤ記録読込部
２７にＤＶＤメディア２９が挿入され、録画指示を受け
ると、超音波診断装置１は検査画像と記録画像との差に
相当する領域に不足画像の追加を行う。ＤＶＤ記録手段
１９は、検査画像を基に記録画像を作成すると同時に、
当該検査画像に対応する情報ヘッダファイル４９を作成
して、検査画像と共にＤＶＤメディア２９に記録する。
これにより、検査画像を高画質のまま記録することが可
能である。また、情報ヘッダファイル４９を利用するこ
とで、操作性を向上させることができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体からの反射超音波信号に基づいて検査画像を構成して再生する超音波診断装置に
おいて、
　前記検査画像の所定領域について、所定画像の追加又は画像の削除を行って記録画像サ
イズの記録画像を作成する記録画像作成手段と、
　前記記録画像作成手段によって作成された前記記録画像を記録媒体に保存する記録画像
保存手段と、
　前記記録媒体に保存された前記記録画像の所定領域について、前記記録画像作成手段に
よって追加された前記所定画像を削除又は所定画像を追加して検査画像サイズの検査画像
を作成する検査画像作成手段と、
　前記検査画像作成手段によって作成された前記検査画像を再生する検査画像再生手段と
、
を、具備することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記記録画像の属性に関する属性情報と前記記録画像の録画に関する録画情報とを、前
記記録画像と共に前記記録媒体に保存することを特徴とする請求項１に記載の超音波診断
装置。
【請求項３】
　被検体からの反射超音波信号に基づいて構成された検査画像を記録する超音波画像記録
装置において、
　前記検査画像の所定領域について、所定画像の追加又は画像の削除を行って記録画像サ
イズの記録画像を作成する記録画像作成手段と、
　前記記録画像作成手段によって作成された前記記録画像を記録媒体に保存する記録画像
保存手段と、
を、具備することを特徴とする超音波画像記録装置。
【請求項４】
　被検体からの反射超音波信号に基づいて構成された検査画像を再生する超音波画像再生
装置において、
　記録手段に保存された記録画像サイズの記録画像の所定領域について、画像を削除又は
所定画像を追加して検査画像サイズの検査画像を作成する検査画像作成手段と、
　前記検査画像作成手段によって作成された前記検査画像を再生する検査画像再生手段と
、
を具備することを特徴とする超音波画像再生装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、検査画像を記録及び再生する超音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、超音波診断装置により取得される検査画像は、外部機器であるＶＣＲ（Ｖｉｄｅ
ｏ　Ｃａｓｓｅｔｔｅ　Ｒｅｃｏｒｄｅｒ）やＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉ
ｌｅ　Ｄｉｓｋ）レコーダを使用してビデオテープやＤＶＤメディアに録画される。超音
波診断装置は、外部機器に録画する際には、デジタルデータである画像データをアナログ
変換して外部機器に出力する。
【０００３】
　また、デジタルデータのままＤＶＤ規格に準拠して録画を行う場合には、ＡＶＩ（Ａｕ
ｄｉｏ　Ｖｉｄｅｏ　Ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅ）ファイルフォーマットで作成された検査画
像は、ＤＶＤ規格の画像サイズにリサイズされていた。
【０００４】
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　また、ビデオテープやＤＶＤメディアに記録された超音波診断画像の計測を行うための
情報を、画面上部に表示されるバーコードで管理する方法がある（「特許文献１」参照）
。
【０００５】
【特許文献１】特開平７－３１３５１０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、外部機器に録画する際に、デジタルデータである画像データをアナログ
変換すると画質が劣化するという問題点がある。また、ユーザは、録画した画像の中から
目的の画像を検索するためには、記録されている画像の場所を特定する必要がある。また
、画像の計測を行うためには、計測のための情報を管理するバーコードを表示させて操作
を行う必要がある。
【０００７】
　また、ＡＶＩファイルフォーマットの検査画像をデジタルデータのまま超音波診断装置
用のＤＶＤ規格の画像サイズにリサイズして録画すると、民生ＤＶＤレコーダ、プレーヤ
では再生することができないという問題点がある。
　また、「特許文献１」が示すように、画面上部にバーコードを表示させて超音波診断画
像の計測を行うための情報を示す方法では、操作が煩雑になるという問題点がある。
【０００８】
　本発明は、このような問題を鑑みてなされたもので、その目的とするところは、検査画
像を高画質のまま記録媒体に記録すると共に、記録媒体に記録された画像に基づいて計測
や検索を効率的に行うことのできる超音波診断装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前述した目的を達成するための第１の発明は、被検体からの反射超音波信号に基づいて
検査画像を構成して再生する超音波診断装置において、前記検査画像の所定領域について
、所定画像の追加又は画像の削除を行って記録画像サイズの記録画像を作成する記録画像
作成手段と、前記記録画像作成手段によって作成された前記記録画像を記録媒体に保存す
る記録画像保存手段と、前記記録媒体に保存された前記記録画像の所定領域について、前
記記録画像作成手段によって追加された前記所定画像を削除又は所定画像を追加して検査
画像サイズの検査画像を作成する検査画像作成手段と、前記検査画像作成手段によって作
成された前記検査画像を再生する検査画像再生手段とを、具備することを特徴とする超音
波診断装置である。
【００１０】
　検査画像は、被検体からの反射超音波信号に基づいて構成される超音波画像である。
　記録画像は、ＤＶＤメディアやＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）装置等の記
録媒体に記録される画像である。記録画像と検査画像とは、保存形式や画像サイズ（解像
度）が異なる場合がある。
【００１１】
　記録画像サイズとは、記録画像の画像規格であり、主としてＤＶＤ規格を示す。日本や
ＵＳＡ等で採用されているＮＴＳＣ（Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｔｅｌｅｖｉｓｉｏｎ　Ｓｔａ
ｎｄａｒｄｓ　Ｃｏｍｍｉｎｔｔｅｅ）方式のＤＶＤ規格の記録画像サイズは７２０×４
８０である。ヨーロッパやアジア諸国等で採用されているＰＡＬ（Ｐｈａｓｅ　Ａｌｔｅ
ｒｎａｔｉｏｎ　ｂｙ　Ｌｉｎｅ）方式のＤＶＤ規格の記録画像サイズは７２０×５７６
である。
【００１２】
　検査画像サイズとは、超音波診断装置で取得される検査画像の画像規格を示す。ＮＴＳ
Ｃ方式の超音波診断画像の検査画像サイズは６４０×４８０である。ＰＡＬ方式の超音波
診断画像の検査画像サイズは７６０×５７６である。



(4) JP 2008-119155 A 2008.5.29

10

20

30

40

50

【００１３】
　所定領域とは、記録画像サイズと検査画像サイズとの差に相当する領域である。ＮＴＳ
Ｃ方式では、記録画像サイズ（ＤＶＤ規格）は検査画像サイズ（超音波診断画像）よりも
幅の画素数が８０画素多い。従って、ＮＴＳＣ方式における所定領域とは、例えば検査画
像から記録画像を作成する際に検査画像の両外側に不足する帯状領域４０×４８０を示す
。
【００１４】
　逆にＰＡＬ方式では、記録画像サイズ（ＤＶＤ規格）は検査画像サイズ（超音波診断画
像）よりも幅の画素数が４０画素少ない。従って、ＰＡＬ方式における所定領域とは、例
えば記録画像を作成する際に、検査画像の両端に余っている帯状領域２０×５７６を示す
。
【００１５】
　所定画像とは、検査画像を基に記録画像サイズの記録画像を作成するために、所定領域
に追加される追加画像である。例えば追加画像として、所定領域に「黒色」画像データが
追加されると、検査画像の両外側に黒帯状の領域が追加された記録画像が作成される。Ｎ
ＴＳＣ方式では、記録画像サイズ（ＤＶＤ規格）は検査画像サイズ（超音波診断画像）よ
りも幅の画素数が８０画素多いので検査画像の両外側に帯状領域４０×４８０の追加画像
である所定画像が追加されて、記録画像が作成される。
【００１６】
　第１の発明の超音波診断装置は、検査画像の所定領域について、所定画像の追加又は画
像の削除を行って記録画像サイズの記録画像を作成し、記録画像を記録媒体に保存する。
また、超音波診断装置は、記録媒体に保存される記録画像の所定領域について、所定画像
を削除又は所定画像を追加して検査画像サイズの検査画像を作成して再生する。
【００１７】
　第１の発明の超音波診断装置は、検査画像の画質を低下させず、高画質のままで記録媒
体に記録することができる。また、超音波診断装置は、画質を劣化させることなく、記録
媒体に記録された記録画像サイズの記録画像を検査画像サイズの検査画像として再生する
ことができる。
【００１８】
　また、記録画像の属性に関する属性情報と記録画像の録画に関する録画情報とを、記録
画像と共に記録媒体に保存するようにしても良い。
　属性情報は、被検者名、検査日時、検査部位、検者名等の情報である。録画情報は記録
画像の画面モード、栞情報等に関する情報である。
　属性情報を利用することで検索が容易になる。また、録画情報を利用することで、記録
画像の検索や計測の効率化を図ることができる。
【００１９】
　第２の発明は、被検体からの反射超音波信号に基づいて構成された検査画像を記録する
超音波画像記録装置において、前記検査画像の所定領域について、所定画像の追加又は画
像の削除を行って記録画像サイズの記録画像を作成する記録画像作成手段と、前記記録画
像作成手段によって作成された前記記録画像を記録媒体に保存する記録画像保存手段とを
、具備することを特徴とする超音波画像記録装置である。
【００２０】
　第２の発明は、被検体からの反射超音波信号に基づいて構成された検査画像を記録する
超音波画像記録装置に関する発明である。
【００２１】
　第３の発明は、被検体からの反射超音波信号に基づいて構成された検査画像を再生する
超音波画像再生装置において、記録手段に保存される記録画像サイズの記録画像の所定領
域について、画像を削除又は所定画像を追加して検査画像サイズの検査画像を作成する検
査画像作成手段と、前記検査画像作成手段によって作成された前記検査画像を再生する検
査画像再生手段と、を具備することを特徴とする超音波画像再生装置である。
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【００２２】
　第３の発明は、被検体からの反射超音波信号に基づいて構成された検査画像を再生する
超音波画像再生装置に関する発明である。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によれば、検査画像を高画質のまま記録媒体に記録すると共に、記録媒体に記録
された画像に基づいて計測や検索を効率的に行うことのできる超音波診断装置を提供する
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下に、図面に基づいて本発明の実施の形態に係る超音波診断装置１について説明する
。尚、ＮＴＳＣ方式の画像データを用いるものとして説明する。
　図１は、超音波診断装置１の構成及び機能を示す図である。
【００２５】
（１．超音波診断装置１の構成）
　超音波診断装置１は、探触子３と、超音波送受信部５と、超音波信号変換部７と、ドプ
ラユニット９と、画像表示部１７と、ＤＶＤ記録読込部２７と、画像生成手段１１と、Ｄ
ＶＤ記録手段１９と、ＤＶＤ再生手段３１とから構成される。
【００２６】
　探触子３は、被検体の体内に超音波を送出し、生体組織から反射する反射超音波信号を
受信する。探触子３は超音波の発生源であると共に、反射波を受信する振動子を内蔵する
。
　超音波送受信部５は、探触子３に駆動信号を送出すると共に、探触子３が受信する反射
超音波信号を処理して超音波信号変換部７に送る。
【００２７】
　超音波信号変換部７は、超音波送受信部５から送られる反射超音波信号を輝度変調する
。超音波信号変換部７は音声情報をドプラユニット９に送り、画像情報を画像生成手段１
１に送る。
【００２８】
　ドプラユニット９は、超音波信号変換部７から送られる音声情報にドプラ演算を行い、
ドプラ音声を出力する。ドプラ音声として血流音や心拍音等を観測することができる。
【００２９】
　画像生成手段１１は、画像合成手段１３及びグラフィック処理手段１５を有する。画像
合成手段１３は、超音波信号変換部７から送られた信号を基に、２次元のグラフィック画
像を合成する。グラフィック処理手段１５は、画像合成手段１３で作成された画像と、ソ
フトウェアにより描画されたグラフィックとを合成する。
【００３０】
　画像表示部１７は、ＣＲＴや液晶表示装置等の表示装置である。画像表示部１７は、グ
ラフィック処理手段１５で作成された画像を表示する。
【００３１】
　ＤＶＤ記録手段１９は、画像・音声取り込み手段２１と画像追加手段２２と、動画変換
手段２３と情報ヘッダファイル作成手段２５とから成る。ＤＶＤ記録手段１９は、画像生
成手段１１から送られる検査画像としての検査画像データ４２（図２）を基に、記録画像
としての動画像データ５７及びＤＶＤ画像データ５８（図３及び図５）を作成して、ＤＶ
Ｄ記録読込部２７に送る。
【００３２】
　画像・音声取り込み手段２１は、グラフィック処理手段１５から送られる検査画像と、
ドプラユニット９から送られるドプラ音声を取得する。画像・音声取り込み手段２１は、
検査画像にドプラ音声を加えて検査画像データ４２を作成する。
　画像追加手段２２は、検査画像データ４２の所定の領域に画像を追加して動画像データ
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５７を作成する。
　動画変換手段２３は、動画像データ５７をＤＶＤ規格に準拠した形式のＤＶＤ画像デー
タ５８（図５）に変換する。
　情報ヘッダファイル作成手段２５は、計測や動画管理を行うための情報を格納する情報
ヘッダファイル４９（図４）を作成する。
【００３３】
　ＤＶＤ記録読込部２７は、ＤＶＤメディア２９にＤＶＤ画像データ５８及び情報ヘッダ
ファイル４９を記録したり、ＤＶＤメディア２９からＤＶＤ画像データ５８及び情報ヘッ
ダファイル４９を読み込む。ＤＶＤ記録読込部２７は、ＤＶＤドライブに相当する。
　ＤＶＤメディア２９は、ＤＶＤメディアであり、ＤＶＤ－Ｒ、ＤＶＤ－ＲＷ、ＤＶＤ＋
Ｒ、ＤＶＤ＋ＲＷ、ＤＶＤ－ＲＡＭ等の種類がある。尚、ＤＶＤ－Ｒ、ＤＶＤ＋Ｒは読み
出し専用のメディアである。
【００３４】
　ＤＶＤ再生手段３１は、動画再生手段３３及び情報ヘッダファイル読込手段３５を有す
る。動画再生手段３３は、ＤＶＤ画像データ５８及び情報ヘッダファイル４９に基づいて
検査画像データ４２を作成し、グラフィック処理手段１５に送り画像表示部１７で再生さ
せる。情報ヘッダファイル読込手段３５は、情報ヘッダファイル４９の情報を読み込む。
【００３５】
　尚、画像生成手段１１及びＤＶＤ記録手段１９及びＤＶＤ再生手段３１等が実行する処
理に関しては、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）等の演算装
置によって、ハードディスク等の記憶媒体に保持される実行プログラムをメモリ等の記憶
装置に呼び出して実行することにより、実現することができる。
【００３６】
（２．検査画像データ４２及び動画像データ５７）
　図２は、検査画像データ４２を示す図である。
　図３は、動画像データ５７を示す図である。
　検査画像データ４２は、超音波診断装置１によって取得された検査画像の画像データで
ある。
　動画像データ５７は、ＤＶＤメディアやＨＤＤ装置等の記録媒体に記録される記録画像
の画像データである。尚、ＤＶＤメディア２９に記録される場合には、動画像データ５７
はＤＶＤメディア記録用のＤＶＤ画像データ５８に変換される。
【００３７】
　検査画像サイズ４１は、検査画像データ４２のサイズである。ＤＶＤ画像サイズ４５は
、ＤＶＤ規格に準拠する画像サイズである。ＮＴＳＣ方式では、検査画像サイズ４１は、
６４０×４８０であり、ＤＶＤ画像サイズ４５は、７２０×４８０である。
【００３８】
　画像データ不足領域４３は、ＤＶＤ画像サイズ４５と検査画像サイズ４１との差に相当
する領域である。ＮＴＳＣ方式の場合、データ不足領域４３は、検査画像データ４２の両
外側のそれぞれ４０×４８０の帯状の領域となる。
　追加画像データ４７は、画像データ不足領域４３に追加された所定の画像データ（例え
ば、「黒色」画像データ）である。
【００３９】
（３．情報ヘッダファイル４９）
　図４は情報ヘッダファイル４９を示す図である。
　情報ヘッダファイル４９は、１レコードに属性情報５１と録画情報５３とを有し、１レ
コードは１つの動画像データ５７に対応する。
【００４０】
　属性情報５１は、動画像データ５７の属性に関する情報を示す。属性情報５１は、被検
者名（ＩＤ）、検査日時、検査部位、検者名（ＩＤ）等の情報である。
　録画情報５３は、動画像データ５７の録画に関する情報を示す。録画情報５３は、動画
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像データ名、画面モード、栞情報（チャプタ番号及びチャプタ位置）等の情報である。尚
、栞情報は、検者が被検体の体内を観測しつつチェックする動画像の位置に記録されるマ
ークである。
【００４１】
（４．ＤＶＤメディア２９）
　図５は、ＤＶＤメディア２９を示す図である。
　ＤＶＤメディア２９にはＤＶＤ画像データ５８と、それぞれのＤＶＤ画像データ５８に
対応する内容の情報ヘッダファイル４９が記録される。ＤＶＤ画像データ５８は、動画像
データ５７からＤＶＤメディア記録用に変換された画像データである。尚、動画像データ
５７とＤＶＤ画像データ５８との間の変換処理において、画像サイズは変化しない。
【００４２】
（５．動画像データ記録処理）
　次に、図６を参照しながら、動画像データ記録処理について説明する。
　図６は、動画像データ記録処理を示すフローチャートである。
【００４３】
　検者によって記録開始ボタン等が押下されて記録開始が指示されると、超音波診断装置
１は、動画像データ記録処理を開始する（ステップ１００１）。
　情報ヘッダファイル作成手段２５は、録画対象である検査画像データ４２に関する属性
情報５１を情報ヘッダファイル４９に記録する（ステップ１００２）。
【００４４】
　画像・音声取り込み手段２１は、グラフィック処理手段１５及びドプラユニット９から
、それぞれ、画像データ及び音声データを取得し、検査画像データ４２を作成する（ステ
ップ１００３）。
　尚、画像・音声取り込み手段２１は、一時的に超音波診断装置１のＨＤＤ装置等に格納
されている画像データ及び音声データを選択して読み出して、検査画像データ４２を作成
するようにしてもよい。
【００４５】
　画像追加手段２２は、検査画像データ４２の両外側の画像データ不足領域４３に追加画
像データ４７を追加し、ＤＶＤ画像サイズ４５の動画像データ５７を作成する（ステップ
１００４）。
【００４６】
　情報ヘッダファイル作成手段２５は、動画像データ５７に関する録画情報５３を情報ヘ
ッダファイル４９に記録する（ステップ１００５）。録画情報５３は、動画像データ５７
と対応づけられる。従って、動画像データ５７を用いて生体組織の計測を行う際に、栞情
報や画面モード等の録画情報５３を参照して効率よく計測を行うことができる。
【００４７】
　記録先の設定がＤＶＤメディア２９の場合（ステップ１００６のＹＥＳ）、動画変換手
段２３は、動画像データ５７をＤＶＤメディア記録用のＤＶＤ画像データ５８に変換する
（ステップ１００７）。
【００４８】
　ＤＶＤ記録読込部２７は、ＤＶＤ画像データ５８をＤＶＤメディア２９に記録する（ス
テップ１００８）。尚、この時点ではまだ情報ヘッダファイル４９はＤＶＤメディア２９
には書き込まれない。
【００４９】
　ステップ１００６に戻り、記録先の設定がＨＤＤ装置の場合（ステップ１００６のＮＯ
）、画像追加手段２２は、動画像データ５７をＨＤＤ装置に記録する（ステップ１００９
）。
【００５０】
　検者によって記録終了ボタン等が押下されて記録終了が指示されていなければ（ステッ
プ１０１０のＮＯ）、超音波診断装置１は、ステップ１００３からの処理を繰り返す。
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　検者によって記録終了ボタン等が押下されて記録終了が指示されると（ステップ１０１
０のＹＥＳ）、超音波診断装置１は、ステップ１０１１以降の処理に進む。
　尚、超音波診断装置１が備えるＨＤＤ装置等に一時的に格納されている検査画像データ
４２をＤＶＤメディア２９に移動あるいはコピーする場合は、移動あるいはコピーが終了
した時点でステップ１０１１以降の処理に進む。
【００５１】
　記録先の設定がＤＶＤメディア２９の場合（ステップ１０１１のＹＥＳ）、ＤＶＤ記録
読込部２７は、情報ヘッダファイル４９をＤＶＤメディア２９に保存し、動画像データ記
録処理を終了する（ステップ１０１２）。
【００５２】
　記録先の設定がＨＤＤ装置の場合（ステップ１０１１のＮＯ）、ＤＶＤ記録読込部２７
は、情報ヘッダファイル４９をＨＤＤ装置に保存し、動画像データ記録処理を終了する（
ステップ１０１２）。
【００５３】
　このように、超音波診断装置１は、検査画像データ４２をアナログ変換を行わずにデジ
タルデータのまま、ＤＶＤメディア２９やＨＤＤ装置等の記録媒体に記録することが可能
である。従って、画質を劣化させず高画質のまま記録することができる。
【００５４】
　また、検査画像データ４２に所定の画像データを追加することによりサイズ変更を行っ
て動画像データ５７を作成するので、動画像データ５７の画質は劣化しない。
【００５５】
　また、ＤＶＤメディア２９に記録されたＤＶＤ画像データ５８は、民生ＤＶＤレコーダ
、プレーヤで再生することができる。
【００５６】
（６．計測処理）
　次に、図７を参照しながら、計測処理について説明する。
　図７は、計測処理を示すフローチャートである。
【００５７】
　超音波診断装置１は、画像表示部１７に表示される画像を用いて、生体組織の計測処理
を行う。計測処理は、例えば、被検体の患部の長さや面積等を算出する処理である。また
、所定の計測値を用いて、胎児の月齢や体重等を算出することもできる。
【００５８】
　ＤＶＤメディア２９がＤＶＤ記録読込部２７に挿入され、検者によって再生処理開始が
指示されると、超音波診断装置１は、ＤＶＤメディア２９に記録されている動画の再生を
行う（ステップ２００１）。
　ＤＶＤ記録読込部２７は、ＤＶＤメディア２９から読み込んだＤＶＤ画像データ５８及
び情報ヘッダファイル４９を、それぞれ、動画再生手段３３及び情報ヘッダファイル読込
手段３５に送る。
【００５９】
　動画再生手段３３は、ＤＶＤ画像データ５８を動画像データ５７に再変換し、追加画像
データ４７を削除して検査画像データ４２を作成する。検査画像データ４２は、グラフィ
ック処理手段１５に送られ画像表示部１７に表示される。
【００６０】
　検者によって計測処理開始が指示されると、超音波診断装置１は、計測処理を開始する
（ステップ２００２）。
　超音波診断装置１は、情報ヘッダファイル４９の有無やＤＶＤメディア２９のプロパテ
ィ等を参照して、再生中のＤＶＤメディア２９が超音波診断装置１で記録されたものであ
るか否かを判断する。
【００６１】
　再生中のＤＶＤメディア２９が超音波診断装置１で記録されたものでなければ（ステッ
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プ２００３のＮＯ）、超音波診断装置１は、画像表示部１７に「計測不可」のエラー画面
５９（図８）を表示し、処理を終了する（ステップ２００４）。
【００６２】
　図８は、エラー画面５９を示す図である。エラー画面５９には「このＤＶＤメディアに
記録された動画では計測できません。」等のメッセージ６１が表示される。
【００６３】
　再生中のＤＶＤメディア２９が、超音波診断装置１で記録されたものであれば（ステッ
プ２００３のＹＥＳ）、情報ヘッダファイル読込手段３５は、情報ヘッダファイル４９か
ら計測に必要な録画情報５３を取得する（ステップ２００５）。
【００６４】
　超音波診断装置１は、取得した録画情報５３を計測の前提条件として設定する（ステッ
プ２００６）。
　超音波診断装置１は、検者の計測実行操作に従って計測を実行する（ステップ２００７
）。
【００６５】
　このように、生体組織の計測時に情報ヘッダファイル４９の録画情報５３に記録されて
いる情報を使用するので、従来のように計測情報を管理するバーコードを画面上に表示す
る必要がなく、表示画面の品質や操作性を向上させることができる。
【００６６】
（７．動画像の検索）
　次に、図９を参照しながらＤＶＤメディア２９に記録されている動画像の検索について
説明する。
　図９は、ＤＶＤメディア２９に記録されている動画像の検索処理を示すフローチャート
である。
【００６７】
　検者は、ＤＶＤメディア２９をＤＶＤ記録読込部２７に挿入する（ステップ３００１）
。ＤＶＤメディア２９が超音波診断装置１で記録されたものでなければ（ステップ３００
２のＮＯ）、超音波診断装置１は、画像表示部１７に「検索不可」のエラー画面６３（図
１０）を表示して検索処理を終了する（ステップ３００３）。
【００６８】
　図１０はエラー画面６３を示す図である。
　エラー画面６３には、「このＤＶＤメディアに記録された動画を検索できません。」等
のメッセージ６５が表示される。
【００６９】
　ＤＶＤメディア２９が、超音波診断装置１で記録されたものであれば（ステップ３００
２のＹＥＳ）、超音波診断装置１は、画像表示部１７に検索画面６７（図１１）を表示す
る（ステップ３００４）。
【００７０】
　図１１は、検索画面６７を示す図である。
　検索画面６７には、検索項目６９を選択する領域と、検索条件７１を入力する領域と、
「検索」ボタン７３とが表示される。検索項目６９及び検索条件７１は複数設定すること
ができる。
【００７１】
　例えば、検索項目６９として「被検者ＩＤ」「検査日時」が選択され、検索条件７１と
して「ＡＢ００２」「２００６．９．１　００：００　～２００６．９．３．２２：００
：００」が入力される。
【００７２】
　超音波診断装置１は、検索項目６９及び検索条件７１に基づいて、ＤＶＤメディア２９
に記録されている情報ヘッダファイル４９を検索する（ステップ３００５）。
【００７３】
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　情報ヘッダファイル４９の中に、検索項目６９及び検索条件７１に合致するＤＶＤ画像
データ５８がなければ（ステップ３００６のＮＯ）、超音波診断装置１は、検索項目６９
と検索条件７１の再入力処理を行う（ステップ３００８）。尚、検索項目６９と検索条件
７１の再入力がなければ、超音波診断装置１は、検索処理を終了する。
【００７４】
　情報ヘッダファイル４９の中に、検索項目６９及び検索条件７１に合致するＤＶＤ画像
データ５８があれば（ステップ３００６のＹＥＳ）、超音波診断装置１は、画像表示部１
７に検索結果画面７５（図１２）を表示する（ステップ３００７）。
【００７５】
　図１２は、検索結果画面７５を示す図である。
　検索結果画面７５には、検索項目６９及び検索条件７１に合致する内容の検索結果一覧
７７が表示される。検索結果一覧７７には、検索条件７１に合致する動画像の一覧がサム
ネイル画像と共に表示される。
　検者は、検索結果一覧７７の中から動画像を選択して、各種処理（再生、測定、削除、
コピー等）を行うことができる。
【００７６】
　このように、生体組織の計測時に情報ヘッダファイル４９に記録されている情報を使用
して、簡単に動画像の検索を行うことができる。従って、効率的に動画像の検索や管理を
行うことができる。
【００７７】
（８．効果等）
　以上詳細に説明したように、本発明の実施の形態に係る超音波診断装置１では、検査画
像データ４２に画像データを追加し動画像データ５７を作成してデジタルデータのまま記
録媒体に記録するので、画質劣化のない高画質画像を保持する効果がある。
　また、本発明の実施の形態に係る超音波診断装置１により動画像データ５７に対応する
ＤＶＤ画像データ５８が記録されたＤＶＤメディア２９は、民生ＤＶＤレコーダ、プレー
ヤで再生することができる。
　また、属性情報５１や録画情報５３を有する情報ヘッダファイル４９が動画像データ５
７に対応するＤＶＤ画像データ５８と共にＤＶＤメディア２９に記録されるので、情報ヘ
ッダファイル４９を用いて動画像データ５７の管理及び検索を効率的に行うことができる
。また、従来のように生体組織の計測時にバーコードを表示させる必要がないので、操作
性が向上する。
【００７８】
　本発明の実施形態に係る超音波診断装置によって作成されたＤＶＤメディアは、一般の
ＤＶＤレコーダやＤＶＤプレーヤで再生可能である。さらに、このＤＶＤメディアでは、
超音波診断装置で動画検索を行うことができ、バーコードを表示させずに計測を実行する
ことができ、デジタル／アナログ変換による画質劣化もない。
【００７９】
　尚、本発明の実施形態では、ＮＴＳＣ方式の場合について説明したが、ＰＡＬ方式の場
合にも適用することができる。ＰＡＬ方式では、ＤＶＤ規格の記録画像サイズは７２０×
５７６、超音波診断画像の検査画像サイズは７６０×５７６である。ＰＡＬ方式において
、超音波診断画像である検査画像からＤＶＤ規格の記録画像を作成するには、例えば、両
外側のそれぞれ２０×５８６の帯状の領域について画像データを削除すればよい。逆に、
記録画像から検査画像を作成するには、両外側のそれぞれ２０×５８６の帯状の領域につ
いて、所定の画像データ（例えば、「黒色」画像データ）を追加すればよい。
【００８０】
　本発明の技術的範囲は、前述した実施の形態に限られるものではない。当業者であれば
、本願で開示した技術的思想の範疇内において、各種の変更例または修正例に想到し得る
ことは明らかであり、それらについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解さ
れる。
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【図面の簡単な説明】
【００８１】
【図１】超音波診断装置１の構成図
【図２】検査画像データ４２を示す図
【図３】動画像データ５７を示す図
【図４】情報ヘッダファイル４９を示す図
【図５】ＤＶＤメディア２９を示す図
【図６】動画像データ記録の手順を示すフローチャート
【図７】計測の手順を示すフローチャート
【図８】エラー画面５９を示す図
【図９】動画像の検索の手順を示すフローチャート
【図１０】エラー画面６３を示す図
【図１１】検索画面６７を示す図
【図１２】検索結果画面７５を示す図
【符号の説明】
【００８２】
　１………超音波診断装置
　３………探触子
　５………超音波送受信部
　７………超音波信号変換部
　９………ドプラユニット
　１１………画像生成手段
　１３………画像合成手段
　１５………グラフィック処理手段
　１７………画像表示部
　１９………ＤＶＤ記録手段
　２１………画像・音声取り込み手段
　２２………画像追加手段
　２３………動画変換手段
　２５………情報ヘッダファイル作成手段
　２７………ＤＶＤ記録読込部
　２９………ＤＶＤメディア
　３１………ＤＶＤ再生手段
　３３………動画再生手段
　３５………情報ヘッダファイル読込手段
　４１………検査画像サイズ
　４２………検査画像データ
　４３………画像データ不足領域
　４５………ＤＶＤ画像サイズ
　４７………追加画像データ
　４９………情報ヘッダファイル
　５１………属性情報
　５３………録画情報
　５７………動画像データ
　５８………ＤＶＤ画像データ
　５９、６３………エラー画面
　６１、６５………メッセージ
　６７………検索画面
　６９………検索項目
　７１………検索条件
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　７３………「検索」ボタン
　７５………検索結果画面
　７７………検索結果一覧

【図１】 【図２】

【図３】
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